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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上位シグナリングを解釈し、前記現在サブフレームで利用するための基準信号を前記共
通基準信号または専用基準信号のいずれか１つに決定する過程と、
　前記決定結果に応じて、現在サブフレームで専用基準信号が伝送されるか否かを判断す
る過程と、
　前記専用基準信号が伝送されれば、前記専用基準信号によってチャネルを推定し、デー
タ信号を受信する過程と、
　前記専用基準信号が伝送されなければ、前記現在サブフレームで伝送される共通基準信
号によってチャネルを推定し、データ信号を受信する過程と、を含むことを特徴とする受
信方法。
【請求項２】
　前記判断過程は、
　前記基準信号が前記共通基準信号に決定されれば、行われることを特徴とする請求項１
に記載の受信方法。
【請求項３】
　前記上位シグナリングは、前記現在サブフレームで前記共通基準信号を利用したデータ
伝送方式を示す共通伝送モードまたは前記専用基準信号を利用したデータ伝送方式を示す
専用伝送モードのいずれか１つを定義するためのモード情報要素を含み、
　前記決定過程は、
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　前記モード情報要素によって前記基準信号を決定することを特徴とする請求項２に記載
の受信方法。
【請求項４】
　前記基準信号が前記専用基準信号に決定されれば、前記専用基準信号によってチャネル
を推定し、データ信号を受信する過程をさらに含むことを特徴とする請求項２に記載の受
信方法。
【請求項５】
　前記専用基準信号は、ＬＴＥ－Ａサブフレームで伝送され、
　前記判断過程は、
　前記現在サブフレームが前記ＬＴＥ－Ａサブフレームであるか否かを判断する過程であ
ることを特徴とする請求項１に記載の受信方法。
【請求項６】
　上位シグナリングを解釈し、前記現在サブフレームで利用するための基準信号を前記共
通基準信号または専用基準信号のいずれか１つに決定し、前記決定結果に応じて、現在サ
ブフレームで専用基準信号が伝送されるか否かを判断する受信制御機と、
　前記専用基準信号が伝送されれば、前記専用基準信号によってチャネルを推定し、前記
専用基準信号が伝送されなければ、前記現在サブフレームで伝送される共通基準信号によ
ってチャネルを推定するチャネル推定器と、
　前記チャネルでデータ信号を受信して処理するデータ処理器と、を含むことを特徴とす
る受信機。
【請求項７】
　前記受信制御機は、
　前記基準信号が前記共通基準信号に決定されれば、前記専用基準信号の伝送可否を判断
することを特徴とする請求項６に記載の受信機。
【請求項８】
　前記上位シグナリングは、前記現在サブフレームで前記共通基準信号を利用したデータ
伝送方式を示す共通伝送モードまたは前記専用基準信号を利用したデータ伝送方式を示す
専用伝送モードのいずれか１つを定義するためのモード情報要素を含み、
　前記受信制御機は、
　前記モード情報要素によって前記基準信号を決定することを特徴とする請求項７に記載
の受信機。
【請求項９】
　前記チャネル推定器は、
　前記基準信号が前記専用基準信号に決定されれば、前記専用基準信号によってチャネル
を推定することを特徴とする請求項７に記載の受信機。
【請求項１０】
　前記専用基準信号は、ＬＴＥ－Ａサブフレームで伝送され、
　前記受信制御機は、
　前記現在サブフレームが前記ＬＴＥ－Ａサブフレームであるか否かを判断し、前記専用
基準信号の伝送可否を判断することを特徴とする請求項６に記載の受信機。
【請求項１１】
　現在サブフレームで専用基準信号を伝送するか否かを決定し、上位シグナリングを通じ
て伝送する過程と、
　前記専用基準信号を伝送するとしたら、前記専用基準信号、共通基準信号及びデータ信
号を生成して、そうではなければ、前記共通基準信号及びデータ信号を生成する過程と、
　前記現在サブフレームに前記専用基準信号、共通基準信号またはデータ信号のうち少な
くともいずれか２つを多重化して伝送する過程と、を含み、
　前記上位シグナリングは、前記現在サブフレームで前記共通基準信号を利用したデータ
伝送方式を示す共通伝送モードまたは前記専用基準信号を利用したデータ伝送方式を示す
専用伝送モードのいずれか１つを定義するためのモード情報要素を含むことを特徴とする
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伝送方法。
【請求項１２】
　現在サブフレームで専用基準信号を伝送するか否かを決定し、上位シグナリングを　通
じて伝送する送信制御機と、
　前記専用基準信号を伝送するとしたら、前記専用基準信号、共通基準信号及びデータ信
号を生成し、そうではなければ、前記共通基準信号及びデータ信号を生成する信号生成器
と、
　前記現在サブフレームに前記専用基準信号、共通基準信号またはデータ信号のうち少な
くともいずれか２つを多重化して伝送する多重化器と、を含み、
　前記上位シグナリングは、前記現在サブフレームで前記共通基準信号を利用したデータ
伝送方式を示す共通伝送モードまたは前記専用基準信号を利用したデータ伝送方式を示す
専用伝送モードのいずれか１つを定義するためのモード情報要素を含むことを特徴とする
送信機。
【請求項１３】
　前記専用基準信号は、ＬＴＥ－Ａサブフレームで伝送され、
　前記送信制御機は、
　前記現在サブフレームが前記ＬＴＥ－Ａサブフレームであるか否かを判断し、前記専用
基準信号の伝送可否を決定する過程を含むことを特徴とする請求項１２に記載の送信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、全般的に無線通信に関し、特に３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　
Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）標準を基盤としたＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒ
ｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システム及びその進化方式であるＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ　Ａｄｖ
ａｎｃｅ）システムでの基準信号送受信方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムは、初期の音声中心のサービスを提供したものから脱して、データサ
ービス及びマルチメディアサービス提供のために高速、高品質の無線パケットデータ通信
システムに進化している。３ＧＰＰのＨＳＰＡ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　
Ａｃｃｅｓｓ）、ＬＴＥ、３ＧＰＰ２のＨＲＰＤ（Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ　Ｐａｃｋｅｔ　
Ｄａｔａ）、ＵＭＢ（Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ）及びＩＥＥＥの
８０２．１６ｅなど多様な移動通信標準が高速、高品質の無線パケットデータ伝送サービ
スを支援するために開発された。
【０００３】
　このような最新移動通信システムは、伝送効率を改善するために、適応変調及び符号（
Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ；ＡＭＣ）方法とチャ
ネル感応スケジューリング方法などの技術を利用する。上記ＡＭＣ方法を活用すれば、送
信機でチャネル状態によって伝送するデータの量を調節することができる。すなわちチャ
ネル状態が良くなければ、送信機で伝送するデータの量を低減し、受信エラー確率を所望
の水準に合わせて設定し、チャネル状態が良ければ、送信機で伝送するデータの量を増や
し、受信エラー確率を所望の水準に合わせて設定しながらも、多くの情報を効果的に伝送
することができる。上記チャネル感応スケジューリング技術を活用すれば、送信機から様
々な受信機のうちチャネル状態に優れた受信機に選択的にサービスするので、１つの受信
機にチャネルを割り当ててサービスするものに比べてシステム容量が増加する。
【０００４】
　つまり、上記ＡＭＣ方法とチャネル感応スケジューリング方法は、受信機から部分的な
チャネル状態情報（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ；ＣＳＩ）を
フィードバック（ｆｅｅｄｂａｃｋ）されて、最も効率的であると判断される時点に適切
な変調及び符号技法を適用する方法である。上記ＡＭＣ方法とチャネル感応スケジューリ
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ング技術は、送信機が送信チャネルに関する十分な情報を獲得した状態で伝送効率を改善
することができる技術である。ＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐ
ｌｅｘ）方式のように、送信機が送信チャネルの状態を受信チャネルを通じて類推するこ
とができない場合、受信機は、送信機に送信チャネルに関する情報を報告するように設計
されている。一方、ＴＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）方
式では、受信チャネルを通じて送信チャネルの状態を把握する特性を活用して、受信機が
送信機に送信チャネルに関する情報を報告することを省略することができる。
【０００５】
　最近、２世代と３世代移動通信システムで使用された多重接続方式であるＣＤＭＡ（Ｃ
ｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）方式を次世代システムか
らＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）方式に変えようとする研究が活発に進行されている。３ＧＰ
Ｐ、３ＧＰＰ２、ＩＥＥＥなどの標準団体は、ＯＦＤＭＡまたは変形されたＯＦＤＭＡを
使用する進化システムに関する標準化を進行している。これは、ＣＤＭＡ方式に比べてＯ
ＦＤＭＡ方式で容量増大を期待することができるからである。ＯＦＤＭＡ方式で容量増大
をもたらす様々な原因の１つが、周波数軸上でのスケジューリング（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ
　Ｄｏｍａｉｎ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）を行うことができるということである。チャネ
ルが時間によって変わる特性によってチャネル感応スケジューリング方法を通じて容量利
得を得たことのように、チャネルが周波数によって変わる特性を活用してさらに多い容量
利得を得ることができる。
【０００６】
　ＬＴＥシステムでは、ダウンリンク（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ；ＤＬ）では、ＯＦＤＭ（Ｏｒ
ｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ
）方式を採用していて、アップリンク（Ｕｐｌｉｎｋ；ＵＬ）では、ＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓ
ｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓ）方式を採用しているが、２つの方式が共に周波数軸上でのスケジュー
リングを行うことができるという特徴を有している。
【０００７】
　一方、ＬＴＥシステムのＤＬでは、多重アンテナ送信を支援する。ＬＴＥシステムの送
信機は、送信アンテナを１個、２個または４個を備えることができ、複数の送信アンテナ
を備えた場合、事前符号化（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ）を適用し、ビーム成形利得と空間多重
化（ｓｐａｔｉａｌ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）利得を得ることができる。
【０００８】
　ＬＴＥ－ＡシステムのＤＬでは、送信機の送信アンテナ個数を増やし、最大８個の送信
アンテナを支援する。送信アンテナの個数が増加すれば、送信機は、ビーム成形利得と空
間多重化利得をさらに改善することができる。さらに、ＬＴＥ－ＡシステムのＤＬでは、
より多様な伝送方式を支援する。代表的に新たに導入されるＤＬ伝送方式は、多重セル協
力通信（Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｍｕｌｔｉ－Ｐｏｉｎｔ；ＣｏＭＰ）で複数のセルが
協力して特定受信機の通信品質を改善するものである。ＣｏＭＰには、大きく２つの方式
、すなわち多重セルが１つの受信機のために同一の信号を伝送する共同伝送（ｊｏｉｎｔ
　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ；ＪＴ）と、多重セルが各々当該セルに連結された受信機の
ために信号を伝送するが、セル間の干渉を抑制することができるようにスケジューリング
やビーム成形を仲裁する方式（ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ／ｃｏｏ
ｒｄｉｎａｔｅｄ　ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ；ＣＳ／ＣＢ）がある。ＪＴを具現するため
に、多重セルで伝送しようとする信号のシンボル列を同時に準備していなければならない
が、ＣＳ／ＣＢの場合、多重セルでスケジューリングやビーム成形関連情報を交換するこ
とによって具現可能である。すなわちＪＴでさらに高い性能利得が期待されるが、セル間
の通信量が高く、セル間の通信の遅延要求値が低いなど具現においてさらに高い要求条件
を満足させなければならない。これに対し、ＣＳ／ＣＢで相対的に性能利得は低いが、セ
ル間の通信量が低いという特徴を有する。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記ＬＴＥ－ＡシステムにおいてＬＴＥシステムと後方互換性（ｂａｃｋｗａｒｄ　ｃ
ｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ）を維持するための方案が要求される。すなわちＬＴＥ－Ａシ
ステムで、ＬＴＥ－Ａシステムの受信機だけでなく、ＬＴＥシステムの受信機が動作する
にあたって、受信機の性能を維持させるための方案が要求される。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明による基準信号受信方法は、現在サブフレームで専
用基準信号が伝送されるか否かを判断する過程と、前記専用基準信号が伝送されれば、前
記専用基準信号によってチャネルを推定し、データ信号を受信する過程と、前記専用基準
信号が伝送されなければ、前記現在サブフレームで伝送される共通基準信号によってチャ
ネルを推定し、データ信号を受信する過程と、を含むことを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明による受信機は、現在サブフレームで専用基準信号が伝送されるか否かを
判断する受信制御機と、前記専用基準信号が伝送されれば、前記専用基準信号によってチ
ャネルを推定し、前記専用基準信号が伝送されなければ、前記現在サブフレームで伝送さ
れる共通基準信号によってチャネルを推定するチャネル推定器と、前記チャネルでデータ
信号を受信して処理するデータ処理器とを含むことを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明による送信方法は、現在サブフレームで専用基準信号を伝送するか否かを
決定し、上位シグナリングを通じて伝送する過程と、前記専用基準信号を伝送するとした
ら、前記専用基準信号、共通基準信号及びデータ信号を生成し、そうではなければ、前記
共通基準信号及びデータ信号を生成する過程と、前記現在サブフレームに前記専用基準信
号、共通基準信号またはデータ信号のうち少なくといずれか２つを多重化して伝送する過
程とを含むことを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明による送信機は、現在サブフレームで専用基準信号を伝送するか否かを決
定し、上位シグナリングを通じて伝送する送信制御機と、前記専用基準信号の伝送を決定
すれば、前記専用基準信号、共通基準信号及びデータ信号を生成し、そうではなければ、
前記共通基準信号及びデータ信号を生成する信号生成器と、前記現在サブフレームに前記
専用基準信号、共通基準信号またはデータ信号のうち少なくといずれか２つを多重化して
伝送する多重化器とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の目的は、ＬＴＥ－Ａシステムの受信機であっても、一般サブフレームでＣＲＳ
基盤の既存伝送方式を支援することができるようにする伝送技術制御方法を定義すること
にある。すなわち本発明は、システムの容量を改善し、ＬＴＥ－Ａシステムの受信機でデ
ータ伝送率を改善するに役に立つ。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】ＬＴＥシステムで送信機のＣＲＳを利用したダウンリンク伝送装置を示すブロッ
ク図である。
【図２】ＬＴＥシステムで送信機のＤＲＳを利用したダウンリンク伝送装置を示すブロッ
ク図である。
【図３】ＬＴＥシステムでダウンリンク資源態様の一例を示す図である。
【図４】ＭＢＳＦＮサブフレームの時分割多重化を説明するための図である。
【図５】ＬＴＥ－Ａサブフレームの時分割多重化を説明するための 図である。
【図６】本発明の実施形態による送信機構造を示す図である。
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【図７】本発明の実施形態による受信機構造を示す図である。
【図８】本発明の第１実施形態による受信機の基準信号利用手続を示す図である。
【図９】本発明の第２実施形態による受信機の基準信号利用手続を示す図である。
【図１０】本発明の第３実施形態による受信機の基準信号利用手続を示す図面である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付の図面を参照して本発明の実施形態をより詳細に説明する。この際、添付の
図面において、同一の構成要素は、できるだけ同一の符号で示していることに留意しなけ
ればならない。なお、本発明の要旨を不明にすることができる公知機能及び構成に対する
詳細な説明は省略する。
【００１７】
　基準信号（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ、以下、“ＲＳ”という）は、２つの目
的で送信機と受信機に既に定義された信号である。第１の目的は、受信機で送信機のため
のＣＳＩを測定するためのものである。すなわちＡＭＣを支援するために、送信機は、受
信機からＣＳＩを報告されなければならない。また、受信機は、ＲＳを通じてＣＳＩを測
定することができる。第２の目的は、受信機で受信される信号の復調のためのチャネル応
答（ｃｈａｎｎｅｌ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）を推定するためのものである。例えば、受信機
は、送信機が複素信号 （ｃｏｍｐｌｅｘ　ｓｉｇｎａｌ）を伝送した場合、コヒーレン
ト復調（ｃｏｈｅｒｅｎｔ　ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）のためにチャネル上で送信信号
がどのように歪曲されたかを推定しなければならない。すなわちＲＳを受信すれば、受信
機はチャネル応答を推定することができる。
【００１８】
　ＬＴＥシステムは、ＤＬでセル内のすべての受信機に共通で使用されるＲＳを定義して
いる。このようなＲＳを共通基準信号（Ｃｏｍｍｏｎ　ＲＳ、以下、“ＣＲＳ”という）
と言い、セル別に異なって定義されるとして、セル固有基準信号（ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉ
ｆｉｃ　ＲＳ）とも称する。送信機で多重送信アンテナを通じて信号を伝送する場合、Ｃ
ＲＳは、送信アンテナ別に直交するように設計される。例えば、送信アンテナが２個なら
、送信機は、２つの直交するＣＲＳを定義し、各々の送信アンテナを通じて伝送する。
【００１９】
　図１は、ＬＴＥシステムで送信機のＣＲＳを利用したダウンリンク伝送装置を示すもの
である。この際、送信機で２個の送信アンテナを備える例を仮定して説明するが、これに
限定するものではない。すなわち送信機が２個を超過する数の送信アンテナを具備しても
、同一に適用される。
【００２０】
　図１を参照すれば、送信機１００は、事前符号化器１０３、第１多重化器１０９ａ、第
２多重化器１０９ｂ、第１送信アンテナ１１１ａ及び第２送信アンテナ１１１ｂを含む。
この際、送信機１００は、データ信号１０１を共通基準信号１０７ａ、１０７ｂと共に多
重化して伝送する。
【００２１】
　受信機（図示せず）のためのデータ信号１０１の入力時、事前符号化器１０３は、デー
タ信号１０１をビーム成形する。ここで、データ信号１０１は、１つまたは複数個の階層
で構成される。データ信号１０１が１つの階層で構成される場合、事前符号化は、一般的
なビーム成形に該当する。または、データ信号１０１が複数個の階層で構成される場合、
事前符号化は、空間多重化のためにデータ信号１０１の階層別に各々ビーム成形される。
事前符号化された信号１０５は、処理経路に沿って第１多重化器１０９ａ及び第２多重化
器１０９ｂに伝達される。事前符号化された信号１０５と第１ＣＲＳ １０７ａの入力時
に、第１多重化器１０９ａは、事前符号化された信号１０５と第１ＣＲＳ １０７ａを多
重化し、第１送信アンテナ１１１ａを通じて送信する。事前符号化された信号１０５と第
２ＣＲＳ １０７ｂの入力時に、第２多重化器１０９ｂは、事前符号化された信号１０５
と第２ＣＲＳ １０７ｂを多重化し、第２送信アンテナ１１１ｂを通じて送信する。
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【００２２】
　この際、ＣＲＳ １０７ａ、１０７ｂを利用したＤＬ伝送でデータ信号１０１は、事前
符号化されるのに対し、ＣＲＳ １０７ａ、１０７ｂは、事前符号化されない。このよう
なＣＲＳ １０７ａ、１０７ｂを通じて、受信機は、事前符号化が反映されていないＣＳ
Ｉを測定することができる。また、受信機は、ＣＳＩを直接送信機１００に報告するか、
または与えられたチャネル状況で最も選好する伝送方式を送信機１００に報告する。
【００２３】
　ＬＴＥシステムで送信機に報告するフィードバック情報を選好する伝送方式で定義して
いるのに、チャネル品質指定子（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ
；ＣＱＩ）、事前符号化行列指定子（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａ
ｔｏｒ；ＰＭＩ）、ランク指定子（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ；ＲＩ）などがＬＴＥ
システムでＤＬ伝送を支援するために定義されたフィードバック情報である。ＣＱＩ、Ｐ
ＭＩ、ＲＩは、各々与えられたチャネル状況で受信されることができる変調及び符号化方
式、最も選好される事前符号化方式、受信されることができる空間多重化階層の数を示す
。
【００２４】
　しかし、ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩを報告する場合には、受信機が標準で紹介している事前
符号化コードブック（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｃｏｄｅｂｏｏｋ）内に定義された事前符号
化方式だけを使用するので、事前符号化方式が制限的である。例えば、受信機は、事前符
号化コードブック内に定義された事前符号化行列のうち最も選好するものを１つ選択し、
これを送信機に報告し、送信機は、この情報に基づいて事前符号化コードブックで事前符
号化方式を選択し、実際伝送に適用する。したがって、送信機は、事前符号化コードブッ
クに定義されていない事前符号化を適用することができない。このような理由から、ＬＴ
Ｅシステムでデータ信号に実際使用した事前符号化方式に関する情報をダウンリンク制御
情報（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ、以下、“ＤＣＩ”
という）に含ませている。
【００２５】
　一方、ＬＴＥ－Ａシステムで受信機がＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩを報告せず、直接ＣＳＩを
報告する方式を導入するための論議が現在３ＧＰＰで進行中にある。この方式の長所は、
受信機が事前符号化方式を任意に決定することができるというものである。これにより、
送信機で事前符号化コードブックに定義されていない任意の事前符号化を適用するために
、ＣＲＳに基盤した伝送方式をそのまま使用することができない。すなわち事前符号化方
式の数が無限であるから、ＤＣＩを利用して事前符号化方式を通知することができないも
のである。これにより、ＬＴＥシステムで１つの階層伝送に限って、受信機固有基準信号
、すなわち端末基準信号（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ＲＳ；ＤＲＳ）を導入したが、ＤＲＳは
、データ信号と同一の事前符号化方式が適用される。したがって、ＤＣＩを利用して実際
適用した事前符号化方式を通知しなくても、受信機は、ＤＲＳを通じて事前符号化された
チャネルを推定し、事前符号化されたデータ信号を復調することができる。
【００２６】
　図２は、ＬＴＥシステムで送信機のＤＲＳを利用したダウンリンク伝送装置を示すもの
である。この際、送信機で２個の送信アンテナを備える例を仮定して説明するが、これに
限定するものではない。すなわち送信機が２個を超過する数の送信アンテナを備えても、
同一に適用される。同時に、たとえＬＴＥシステムでＤＲＳの用途が１つの階層伝送に制
限されるが、ＬＴＥ－Ａシステムで最大８個の階層を構成して伝送する空間多重化にＤＲ
Ｓ概念を適用することができる。
【００２７】
　図２を参照すれば、送信機１２０は、多重化器１２５、事前符号化器１２７、第１送信
アンテナ１３１ａ及び第２送信アンテナ１３１ｂを含む。この際、送信機１２０は、デー
タ信号１２１をＤＲＳ １２３と共に多重化及び事前符号化して送信する。　
【００２８】
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　受信機（図示せず）のためのデータ信号１２１とＤＲＳ １２３の入力時に、多重化器
１２５はデータ信号１２１とＤＲＳ １２３を多重化し、事前符号化器１２７に伝達する
。事前符号化器１２７は、事前符号化された信号１２９を生成し、第１送信アンテナ１３
１ａ及び第２送信アンテナ１３１ｂを通じて送信する。事前符号化された信号１２９は、
データ信号１２１とＤＲＳ １２３を含み、受信機は、ＤＲＳ １２３でデータ信号１２１
のチャネルを推定し、ＤＲＳ １２３の事前符号化方式とチャネル応答を共に反映した事
前符号化されたチャネル応答を推定することができる。
【００２９】
　図３は、ＬＴＥシステムでダウンリンク資源態様の一例を示したものである。この際、
ＤＬ資源が一般ＣＰ（ｎｏｒｍａｌ　ＣＰ；ｎｏｒｍａｌ　Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ
）サブフレーム構造によって具現される場合を仮定して説明するが、これに限定するもの
ではない。すなわちＤＬ資源が拡張ＣＰ（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ＣＰ）サブフレーム構造に
よって具現されることもできる。
【００３０】
　図３を参照すれば、時間軸上で最小資源単位は、ＯＦＤＭシンボル（ＯＦＤＭ　ｓｙｍ
ｂｏｌ）２０１である。７個のＯＦＤＭシンボル２０１で１つのスロット２０３が構成さ
れ、２つのスロット２０３で１つのサブフレーム２０５が構成される。このようなサブフ
レーム２０５は、時間軸上で資源割り当ての基本単位となる。１つのサブフレーム２０５
で先頭の１つ、２つまたは３つのＯＦＤＭシンボル２０１は、制御チャネル領域として使
用され、残りのＯＦＤＭシンボル２０１は、データチャネル領域として使用される。そし
て、周波数軸上で最小資源単位は、サブキャリア２０７である。１２個のサブキャリアで
１つの資源ブロック（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ；ＲＢ）２１１が構成される。ＲＢ
２１１は、周波数軸上で資源割り当ての基本単位となる。これを通じて、周波数軸上で１
つのサブキャリア２０７、時間軸上で１つのＯＦＤＭシンボル２０１及び空間軸上で１つ
のアンテナポート（図示せず）は、資源の最も小さい単位である資源要素（ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ；ＲＥ）２０９で構成され、１つの変調シンボルがＲＥ２０９に送
受信される。
【００３１】
　例えば、送信機の送信アンテナ、すなわちアンテナポートが４個である場合、送信機は
、各々のアンテナポートのためのＣＲＳ２ ２０、２２１、２２２、２２３を定義して送
信する。すなわち受信機でアンテナポート０、１、２、３のチャネルを推定することがで
きるようにするために、送信機は、アンテナポート０のためのＣＲＳ０ ２２０、アンテ
ナポート１のためのＣＲＳ１ ２２１、アンテナポート２のためのＣＲＳ２ ２２２及びア
ンテナポート３のためのＣＲＳ３ ２２３を送信する。この際、送信機は、ＣＲＳ０ ２２
０、ＣＲＳ１ ２２１、ＣＲＳ２ ２２２及びＣＲＳ３ ２２３を各々異なるＲＥ２０９に
分散させて伝送する。これを通じて、ＣＲＳ０ ２２０、ＣＲＳ１ ２２１、ＣＲＳ２ ２
２２及びＣＲＳ３ ２２３は、互いに直交する特性を有する。同時に、送信機は、データ
信号のうち制御チャネル信号２２５を制御チャネル領域のＲＥ２０９に送信し、データ信
号のうちデータチャネル信号２２７をデータチャネル領域のＲＥ２０９に送信する。そし
て、ＣＲＳ２ ２０、２２１、２２２、２２３の位置をセル別に異なって定義するために
、セル固有オフセット２１３は、セルの識別子（ｃｅｌｌ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏ
ｎ）によって異なって決定される。
【００３２】
　このようなＬＴＥシステムで、送信機は、下記表１のような共通伝送モード（ｔｒａｎ
ｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｍｏｄｅ、以下、“ＴＭ”という）によってデータ信号及びＣＲＳを
送信することができる。下記表１は、ＬＴＥシステムのＤＬで利用可能な共通伝送モード
を例示した表である。この際、ＬＴＥシステムは、ＣＲＳを利用してチャネル応答を推定
する方式を基盤としている。すなわち共通伝送モードによるＣＲＳを利用した基準伝送方
式では、送信機が１つの送信アンテナのみを有している場合に該当する単一アンテナ伝送
；アンテナポート０、空間ダイバシティを得るための伝送ダイバシティ、空間チャネル状
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態に関するフィードバックなしに空間多重化伝送をするｏｐｅｎ－ｌｏｏｐ空間多重化、
空間チャネル状態に関するフィードバックに基づいて空間多重化伝送をするｃｌｏｓｅｄ
－ｌｏｏｐ空間多重化、同一資源で互いに異なって成形されたビームで複数のユーザ信号
を伝送する多重ユーザＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏ
ｕｔｐｕｔ）、空間チャネル状態に関するフィードバックに基づいて単一階層伝送をする
ｃｌｏｓｅｄ－ｌｏｏｐ　ｒａｎｋ－１　ｐｒｅｃｏｄｉｎｇなどがある。さらに、ＬＴ
Ｅシステムは、ＤＲＳを利用してチャネル応答を推定する方式を１つの共通伝送モードに
許容しているが、ＤＲＳをアンテナポート５用ＣＲＳであると言って単一アンテナ伝送；
アンテナポート５方式であるとする。すなわち下記説明で、ＤＲＳは、ＣＲＳの一種とし
て見なされることができ、ＣＲＳと混用されて記載される。
【００３３】
　このようにＬＴＥシステムで多様な基準伝送方式を支援するが、すべての基準伝送方式
を各伝送時点ごとに自由に選択することができるものではない。各々の基準伝送方式は、
互いに異なるＤＣＩを要求し、受信機は、どんなＤＣＩを受信するかをあらかじめ把握し
ていなければならない。したがって、送信機が１つの受信機に特定共通伝送モードを設定
すれば、当該受信機は、当該共通伝送モードの基準伝送方式で受信動作を行うようになる
。この際、共通伝送モードの設定は、上位シグナリング（ｈｉｇｈｅｒｌａｙｅｒ　ｓｉ
ｇｎａｌｌｉｎｇ）を通じて行われるので、設定過程で時間遅延を避けることができない
。そして、特定受信機に設定された共通伝送モードの基準伝送方式がこれ以上有効しない
チャネル状態に変わったら、当該受信機の共通伝送モードを変更するための代替伝送方式
が必要である。様々な基準伝送方式は、基準信号伝送方式のうち少なくともチャネル変化
によって影響を受けるので、ＬＴＥシステムは、７種の共通伝送モードに対して代替伝送
方式として伝送ダイバシティを定義している。
【００３４】
【表１】

【００３５】
　すなわち送信機は、すべてのサブフレームでＣＲＳを伝送する。これより、受信機は、
すべてのサブフレームでＣＲＳを受信し、データ信号のチャネル推定に利用することがで
きる。但し、１つの例外があるが、それは、ＭＢＳＦＮ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｂｒｏａ
ｄｃａｓｔ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）伝送を支援するため
のＭＢＳＦＮサブフレームで、データチャネル領域にＣＲＳが伝送されないということで
ある。ＭＢＳＦＮ伝送は、多重セルで同一の放伝送号を伝送することによって、放送のサ
ービス領域を広げる伝送方式である。このようなＭＢＳＦＮ伝送は、多重セルで同時に伝
送した信号を受信機がセル別に区分せず、コヒーレント復調を行うことができるようにす
るのために、多重セルで同一のＲＳを伝送するように規定している。
【００３６】
　すなわちセル別に定義されたＣＲＳでは、ＭＢＳＦＮを支援することができないので、
ＭＢＳＦＮサブフレームでは、ＭＢＳＦＮ専用ＲＳのみを定義して伝送する。したがって
、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）サービスを受けるＬＴＥシステムの受信機は、ＭＢＳ
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ＦＮサブフレームでＣＲＳが伝送されないということに基づいて、ＭＢＳＦＮサブフレー
ム以外の一般サブフレーム（ｎｏｒｍａｌ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）からＣＲＳを抽出し、デ
ータ信号のチャネルを推定するようになる。このような動作のためにＭＢＳＦＮサブフレ
ームの設定を上位シグナリングでユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）サービスを受けるＬＴ
Ｅシステムの受信機に通知し、受信機は、どのサブフレームがＭＢＳＦＮサブフレームで
あるかを事前に認知する。
【００３７】
　図４は、ＭＢＳＦＮサブフレームの時分割多重化を示す図である。
　図４を参照すれば、一般サブフレーム２５１とＭＢＳＦＮサブフレーム２５３は、時分
割されていることを確認することができる。この際、受信機は、一般サブフレーム２５１
からＣＲＳを抽出し、データ信号のチャネルを推定する。一方、受信機は、ＭＢＳＦＮサ
ブフレーム２５３からＣＲＳを抽出し、データチャネル領域のチャネルを推定する動作を
行わない。
【００３８】
　このような特徴を利用して、ＬＴＥ－Ａシステムで受信機のために最適化された資源で
ＭＢＳＦＮサブフレームを活用することができる。すなわちＬＴＥ－Ａシステムは、ＬＴ
Ｅシステムと後方互換性を維持しなければならない。このために、送信機は、ＬＴＥ－Ａ
サブフレームにＤＲＳを拡張した新しいＲＳ、すなわち専用基準信号（ＤｅＭｏｄｕｌａ
ｔｉｏｎ　ＲＳ；ＤＭ－ＲＳ）を送信し、ＬＴＥ－Ａシステムの受信機は、これを抽出し
、チャネル応答を推定する。同時に、送信機は、ＬＴＥシステムの受信機のために一般サ
ブフレームで必ずＣＲＳを伝送しなければならない。すなわちＬＴＥ－Ａシステムの受信
機において、ＣＲＳ伝送に使用された資源は、捨てられた資源である。しかし、ＬＴＥシ
ステムの受信機において、ＭＢＳＦＮサブフレームのデータチャネル領域でＣＲＳが伝送
されないものと期待されるので、ＬＴＥシステムの受信機は、ＬＴＥ－Ａサブフレームを
ＭＢＳＦＮサブフレームとして認識する。そして、ＬＴＥ－Ａシステムの受信機は、ＬＴ
Ｅ－ＡサブフレームをＬＴＥ－Ａシステムのために最適化されたサブフレームとして認識
する。これを通じて、送信機がＬＴＥ－ＡサブフレームでＣＲＳを伝送しなくても、後方
互換性を維持することができる。
【００３９】
　図５は、ＬＴＥ－Ａサブフレームの時分割多重化を示す図である。
　図５を参照すれば、一般サブフレーム２５１とＬＴＥ－Ａサブフレーム２５５は、時分
割されていることを確認することができる。ＬＴＥ－Ａサブフレームは、ＬＴＥシステム
の受信機にはＭＢＳＦＮサブフレームとして認識されるのに対し、ＬＴＥ－Ａシステムの
受信機には、ＬＴＥ－Ａシステムのために最適化されたサブフレームとして認識される。
すなわち一般サブフレーム２５１で、送信機は、後方互換性のためにＣＲＳとＬＴＥ－Ａ
システムの受信機の復調のためのＤＭ－ＲＳを同時に伝送しなければならないが、ＬＴＥ
－Ａサブフレーム２５５のデータチャネル領域では、ＣＲＳなしにＬＴＥ－Ａシステムの
受信機のためのＤＭ－ＲＳのみを伝送することができる。
【００４０】
　すなわちＬＴＥ－ＡシステムのＤＬで、送信機はＬＴＥシステムの受信機のためにＣＲ
Ｓを伝送し、ＬＴＥ－Ａシステムの受信機のためにＤＭ－ＲＳを伝送する。ここで、ＤＭ
－ＲＳは、空間多重化を支援するためにＤＲＳを拡張したものである。そして、データ信
号が最大８個の空間階層を構成することができるものと仮定するので、最大８個直交する
ＤＭ－ＲＳを定義することが必要である。ＤＭ－ＲＳを導入した最大の理由は、送信機が
任意の事前符号化を適用することができるようにするためのものである。事前符号化が事
前符号化コードブックに限定されたら、多重ユーザＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ－Ｕｓｅｒ　Ｍ
ＩＭＯ、以下、“ＭＵ－ＭＩＭＯ”という）などに適していないし、ＣｏＭＰ　ＪＴを支
援するためのＤＣＩが非常に複雑になる。このようにＬＴＥ－Ａシステムで改善または新
たに導入しようとする伝送方式を効果的に支援するために、ＣＲＳをリサイクルすること
より、新しいＤＭ－ＲＳを導入することに決定したものである。



(11) JP 5654600 B2 2015.1.14

10

20

30

40

50

【００４１】
　しかし、一般サブフレームで、送信機は、ＬＴＥシステムの受信機のためにＣＲＳをも
伝送し、ＬＴＥ－Ａシステムの受信機のためにＤＭ－ＲＳをも伝送しなければならない。
ＤＭ－ＲＳを利用するＬＴＥ－Ａシステムの伝送方式がいくら効果的であるとしても、２
つの種類のＲＳを常時伝送することが必要であり、ＲＳに消費される資源量が必要以上に
多いことがあり得る。このために、ＤＭ－ＲＳを利用したＬＴＥ－Ａシステムの伝送方式
がＬＴＥシステムの伝送方式よりさらに低いデータ伝送率を引き起こす状況が発生するこ
とができる。これにより、ＬＴＥ－Ａシステムの受信機であるとしても、データ伝送率を
向上させるために選択的にＬＴＥシステムの受信機のようにＣＲＳを利用してデータ信号
を受信するように構成することができる。
【００４２】
　ＬＴＥシステム及びＬＴＥ－ＡシステムのＤＬでは、多重送信アンテナを利用した伝送
モードを定義するために、下記表２のような上位シグナリングを定義している。すなわち
上位シグナリングは、受信機別に多重送信アンテナ関連状況を通知するための状況情報要
素（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を含み、これは、例えば、’Ａｎｔｅｎ
ｎａＩｎｆｏＤｅｄｉｃａｔｅｄ’に定義されることができる。そして、’Ａｎｔｅｎｎ
ａＩｎｆｏＤｅｄｉｃａｔｅｄ’には、ＬＴＥシステムの共通伝送モードまたはＬＴＥ－
Ａシステムの専用伝送モードのうち少なくともいずれか１つを定義するためのモード情報
要素を含む。この際、モード情報要素は、’ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’に定義
されることができ、任意の共通伝送モードまたは専用伝送モードのいずれが設定されたか
を３－ｂｉｔの情報で通知する。この際、共通伝送モードで、受信機は、ＣＲＳを利用し
てデータ信号のチャネルを推定し、専用伝送モードで、受信機は、ＤＭ－ＲＳを利用して
データ信号のチャネルを推定する。
【００４３】
【表２】

【００４４】
　図６は、本発明の実施形態による送信機構造を示すものである。この際、送信機で２個
の送信アンテナを備える例を仮定して説明するが、これに限定するものではない。すなわ
ち送信機が２個を超過する数の送信アンテナを備えても、同一に適用される。
【００４５】
　図６を参照すれば、送信機３００は、送信制御機３０１、第１多重化器３０７、第１事
前符号化器３０９、第２事前符号化器３１３、第２多重化器３１５ａ、第３多重化器３１
５ｂ、第１送信アンテナ３１７ａ及び第２送信アンテナ３１７ｂを含む。この際、送信機
３００は、データ信号３０３とＤＭ－ＲＳ ３０５またはＣＲＳ ３１１を多重化して伝送
する。すなわちＬＴＥ－Ａサブフレームで、送信機３００は、ＤＭ－ＲＳ ３０５を伝送
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しなければならないし、一般サブフレームで、送信機３００は、後方互換性を維持するた
めにＣＲＳ ３１１を伝送しなければならない。
【００４６】
　送信制御機３０１は、現在サブフレームがＬＴＥ－Ａサブフレームまたは一般サブフレ
ームのいずれであるかを決定する。これを通じて、送信制御機３０１は、ＤＭ－ＲＳ ３
０５の伝送可否を決定する。すなわち現在サブフレームがＬＴＥ－Ａサブフレームである
と判断されれば、送信制御機３０１は、現在サブフレームでＤＭ－ＲＳ ３０５を伝送し
なければならないものと決定し、現在サブフレームが一般サブフレームであると判断され
れば、送信制御機３０１は、現在サブフレームでＤＭ－ＲＳ ３０５を伝送しなくてもよ
いものと決定する。この際、送信制御機３０１は、ＤＭ－ＲＳ ３０５の伝送可否を上位
シグナリングを通じて伝送する。ここで、上位シグナリングは、現在サブフレームでＣＲ
Ｓ ３１１を利用したデータ伝送方式を示す共通伝送モードまたはＤＭ－ＲＳ ３０５を利
用したデータ伝送方式を示す伝送伝送モードのいずれか１つを定義するためのモード情報
要素を含むことができる。そして、ＬＴＥ－Ａサブフレームであれば、送信制御機３０１
は、データ信号３０３、ＤＭ－ＲＳ ３０５及びＣＲＳ ３１１を生成して伝送するように
制御する。この際、送信制御機３０１は、空間多重化の階層数によってＤＭ－ＲＳ ３０
５の数を決定する。そして、一般サブフレームであれば、送信制御機３０１は、データ信
号３０３とＣＲＳ ３１１を生成して伝送するように制御する。ここで、図６には図示し
ていないが、信号生成器が送信制御機３０１の制御下にデータ信号３０３、ＤＭ－ＲＳ 
３０５またはＣＲＳ ３１１を生成する。
【００４７】
　信号生成器でデータ信号３０３とＤＭ－ＲＳ ３０５の入力時に、第１多重化器３０７
は、データ信号３０３とＤＭ－ＲＳ ３０５を多重化し、第１事前符号化器３０９に伝達
する。そして、第１事前符号化器３０９は、ＤＭ－ＲＳ ３０５とデータ信号３０３に同
一の事前符号化を適用する。またはＤＭ－ＲＳ ３０５なしにデータ信号３０３の入力時
に、第１多重化器３０７は、データ信号３０３を多重化し、第１事前符号化器３０９に伝
達する。そして、第１事前符号化器３０９は、データ信号３０３を事前符号化する。この
際、第１事前符号化器３０９で特定受信機のためにどの事前符号化を適用するかは、制御
機６０５によって決定さる。
【００４８】
　信号生成器でＣＲＳ ３１１の入力時に、第２事前符号化器３１３は、ＣＲＳ ３１１に
固定された事前符号化(ｆｉｘｅｄ ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ)を適用する。ここで固定された
事前符号化とは、受信機のチャネル状態によって事前符号化を変更するものではなく、常
時一定の事前符号化を適用するものを意味する。固定された事前符号化を適用する理由は
、ＬＴＥ－Ａシステムは、最大８個の送信アンテナを備えことができるが、ＬＴＥシステ
ムの受信機は、ＬＴＥ－Ａシステムを最大４個の送信アンテナを有するものと認識するの
で、ＬＴＥシステムの最大４個のＣＲＳを最大８個送信アンテナに配置する規則を導入し
なければならないからである。このような過程をアンテナ仮想化(ａｎｔｅｎｎａ ｖｉｒ
ｔｕａｌｉｚａｔｉｏｎ)と言う。この際、第２事前符号化器３１３は、ＣＲＳ ３１１を
どのように第１送信アンテナ３１７ａ及び第２送信アンテナ３１７ｂに配置するかを決定
する。
【００４９】
　第１事前符号化器３０９で事前符号化されたデータ信号３０３とＤＭ－ＲＳ ３０５の
入力時に、第２多重化器３１５ａ及び第３多重化器３１５ｂは、データ信号３０３とＤＭ
－ＲＳ ３０５を多重化し、第１送信アンテナ３１７ａ及び第２送信アンテナ３１７ｂを
通じて伝送する。または、第１事前符号化器３０９で事前符号化されたデータ信号３０３
と第２事前符号化器３１３で事前符号化されたＣＲＳ ３１１の入力時に、第２多重化器
３１５ａ及び第３多重化器３１５ｂは、データ信号３０３とＣＲＳ ３１１を多重化し、
第１送信アンテナ３１７ａ及び第２送信アンテナ３１７ｂを通じて伝送する。
【００５０】
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　図７は、本発明の実施形態による受信機構造を示すものである。この際、受信機で２個
の受信アンテナを備える例を仮定して説明するが、これに限定するものではない。すなわ
ち受信機が２個を超過する数の受信アンテナを備えても、同一に適用される。
【００５１】
　図７を参照すれば、受信機４００は、受信制御機４０１、第１受信アンテナ４０３ａ、
第２受信アンテナ４０３ｂ、第１逆多重化器４０５ａ、第２逆多重化器４０５ｂ、チャネ
ル推定器４０７、結合器４０９、データ処理器４１３を含む。
【００５２】
　受信制御機４０１は、上位シグナリングを解釈し、現在サブフレームがＬＴＥ－Ａサブ
フレームまたは一般サブフレームのいずれであるかを決定する。この際、受信制御機４０
１は、現在サブフレームで利用するためのＲＳをＣＲＳまたはＤＭ－ＲＳのいずれか１つ
に決定する。ここで、受信制御機４０１は、上位シグナリングのモード情報要素によって
ＲＳを決定する。そして、ＬＴＥ－Ａサブフレームであれば、受信制御機４０１は、ＲＳ
をＤＭ－ＲＳに決定し、ＬＴＥ－ＡサブフレームでＤＭ－ＲＳを抽出するように制御する
。そして、一般サブフレームであれば、受信制御機４０１は、基準信号をＣＲＳに決定し
、一般サブフレームからＣＲＳを抽出するように制御する。
【００５３】
　第１受信アンテナ４０３ａ及び第２受信アンテナ４０３ｂで信号受信時に、第１逆多重
化器４０５ａ及び第２逆多重化器４０５ｂは、各々信号を逆多重化し、ＲＳとデータ信号
に区分する。この際、第１逆多重化器４０５ａ及び第２逆多重化器４０５ｂは、ＲＳをチ
ャネル推定器４０７に伝達する。そして、第１逆多重化器４０５ａ及び第２逆多重化器４
０５ｂは、データ信号を結合器４０９に伝達する。
【００５４】
　ＲＳの入力時に、チャネル推定器４０７は、ＲＳを利用してチャネルを推定する。この
際、受信制御機４０１で現在サブフレームがＬＴＥ－Ａサブフレームであると決定されれ
ば、チャネル推定器４０７は、ＤＭ－ＲＳのパターンによるチャネル推定方法を適用して
チャネルを推定する。または、受信制御機４０１で現在サブフレームが一般サブフレーム
であると決定されれば、チャネル推定器４０７は、ＣＲＳのパターンによるチャネル推定
方法を適用した後、ＤＣＩに通知された事前符号化を勘案して事前符号化されたチャネル
を推定する。そして、チャネル推定器４０７は、チャネル推定値を受信制御機４０１に伝
達する。これを通じて、受信制御機４０１は、第１受信アンテナ４０３ａ及び第２受信ア
ンテナ４０３ｂを通じて受信されたデータ信号をどのように結合するかを示す結合係数を
決定する。また、受信制御機４０１は、この結合係数を結合器４０９に伝達する。　
【００５５】
　データ信号と結合係数の入力時に、結合器４０９は、結合係数によってデータ信号を適
切に結合し、復旧されたデータシンボル４１１を求める。データ処理器４１３は、データ
シンボル４１１に復調及び復号を行い、情報ビット列に復元する。この際、受信制御機４
０１がＤＣＩに通知された変調及び符号化方法を伝達することによって、データ処理器４
１３は、変調及び符号化方法に対応する復調及び復号を行うことができる。
【００５６】
　以下、このような受信機４００でデータ信号を受信するためにＲＳを利用する方法をよ
り詳細に説明する。
【００５７】
　図８は、本発明の第１実施形態による受信機の基準信号利用手続を説明する図である。
この際、本実施形態において状況情報要素、例えば、’ＡｎｔｅｎｎａＩｎｆｏＤｅｄｉ
ｃａｔｅｄ’にモード情報要素、例えば、’ｒｅｓｕｅＲｅｌ８ＴＭ’を含むことができ
る。すなわち本実施形態の’ＡｎｔｅｎｎａＩｎｆｏＤｅｄｉｃａｔｅｄ’でモード情報
要素として’ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’及び’ｒｅｕｓｅＲｅｌ８ＴＭ’が定
義されることができる。この際、モード情報要素が設定されていれば（ｒｅｕｓｅＲｅｌ
８ＴＭ＝ｓｅｔ）、一般サブフレームで共通伝送モードを使用することを指称する。
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【００５８】
　図８を参照すれば、受信制御機４０１は、５０１段階で、上位シグナリングのモード情
報要素を確認する。すなわち受信制御機４０１は、上位シグナリングの状況情報要素、例
えば’ＡｎｔｅｎｎａＩｎｆｏＤｅｄｉｃａｔｅｄ’でモード情報要素を確認する。そし
て、受信制御機４０１は、５０３段階で、モード情報要素が設定されているか否かを判断
する。すなわち受信制御機４０１は、’ＡｎｔｅｎｎａＩｎｆｏＤｅｄｉｃａｔｅｄ’に
含まれている’ｒｅｕｓｅＲｅｌ８ＴＭ’が設定されたか否かを判断する。
【００５９】
　次に、もし、５０３段階で、モード情報要素、すなわち’ｒｅｓｕｅＲｅｌ８ＴＭ’が
設定されているものと判断されれば、受信制御機４０１は、５０５段階で、共通伝送モー
ドを分析する。すなわち受信制御機４０１は、現在サブフレームでＣＲＳでチャネルを推
定しなければならないものと臨時決定することができる。そして、受信制御機４０１は、
モード情報要素で’ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’を分析し、使用するための共通
伝送モードを把握する。その後、受信制御機４０１は、５０７段階で、現在サブフレーム
がＬＴＥ－Ａサブフレームであるか否かを判断する。
【００６０】
　次に、５０７段階で、現在サブフレームがＬＴＥ－Ａサブフレームではないものと判断
されれば、受信制御機４０１は、５０９段階で、共通伝送モードによってデータ信号を受
信する。すなわち受信制御機４０１は、現在サブフレームをＣＲＳを含んでいる一般サブ
フレームとして見なす。そして、受信制御機４０１は、ＣＲＳでチャネルを推定しなけれ
ばならないものと最終決定し、ＣＲＳでデータ信号のチャネルを推定し、データ信号を受
信する。
【００６１】
　一方、５０７段階で、現在サブフレームがＬＴＥ－Ａサブフレームであるものと判断さ
れれば、受信制御機４０１は、５１１段階で、専用伝送モードによってデータ信号を受信
する。すなわち受信制御機４０１は、臨時決定を変更し、ＤＭ－ＲＳでチャネルを推定し
なければならないものと最終決定し、ＤＭ－ＲＳでデータ信号のチャネルを推定し、デー
タ信号を受信する。　
【００６２】
　一方、もし、５０３段階で、モード情報要素、すなわち’ｒｅｓｕｅＲｅｌ８ＴＭ’が
設定されていないものと判断されれば、受信制御機４０１は、５１１段階で、専用伝送モ
ードによってデータ信号を受信する。この際、受信制御機４０１は、現在サブフレームが
ＬＴＥ－Ａサブフレームであるかまたは一般サブフレームであるかを判断せず、５１１段
階を行う。すなわち受信制御機４０１は、ＤＭ－ＲＳでチャネルを推定しなければならな
いものと臨時決定を変更して最終決定し、ＤＭ－ＲＳでデータ信号のチャネルを推定し、
データ信号を受信する。
【００６３】
　図９は、本発明の第２実施形態による受信機の基準信号利用手続を説明する図である。
もし、ＬＴＥ－Ａシステムのダウンリンクで複数の専用伝送モードが可能であれば、本実
施形態が適用されることができる。この際、本実施形態で状況情報要素、例えば、’Ａｎ
ｔｅｎｎａＯｎｆｏＤｅｄｉｃａｔｅｄ’にモード情報要素、例えば、共通伝送モードを
指称するための’ｒｅｌ８ＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’と専用伝送モードを指称
するための’ｒｅｌ１０ＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’を追加することを提案する
。すなわち、本実施形態の’ＡｎｔｅｎｎａＯｎｆｏＤｅｄｉｃａｔｅｄ’でモード情報
要素として’ｒｅｕｓｅＲｅｌ８ＴＭ’、’ｒｅｌ８ＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ
’及び’ｒｅｌ１０ＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’が定義されることができる。こ
こで、共通伝送モードを使用しないことに設定された場合、’ＡｎｔｅｎｎａＯｎｆｏＤ
ｅｄｉｃａｔｅｄ’に’ｒｅｌ８ＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’は設定されない。
【００６４】
　図９を参照すれば、まず、受信制御機４０１は、６０１段階で、上位シグナリングのモ
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ード情報要素を確認する。すなわち受信制御機４０１は、上位シグナリングの状況情報要
素、例えば、’ＡｎｔｅｎｎａＩｎｆｏＤｅｄｉｃａｔｅｄ’でモード情報要素を確認す
る。そして、受信制御機４０１は、６０３段階で、モード情報要素が設定されているか否
かを判断する。すなわち受信制御機４０１は、’ＡｎｔｅｎｎａＩｎｆｏＤｅｄｉｃａｔ
ｅｄ’に定義されている’ｒｅｕｓｅＲｅｌ８ＴＭ’が設定されたか否かを判断する。
【００６５】
　次に、もし、６０３段階で、モード情報要素、すなわち’ｒｅｓｕｅＲｅｌ８ＴＭ’が
設定されているものと判断されれば、受信制御機４０１は、６０５段階で、共通伝送モー
ド及び専用伝送モードを分析する。この際、受信制御機４０１は、現在サブフレームでＣ
ＲＳでチャネルを推定しなければならないものと臨時決定することができる。そして、受
信制御機４０１は、モード情報要素で’ｒｅｌ８ＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’と
’ｒｅｌ１０ＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’を分析し、使用可能な共通伝送モード
及び専用伝送モードを把握する。その後、受信制御機４０１は、６０７段階で、当該サブ
フレームがＬＴＥ－Ａサブフレームであるか否かを判断する。
【００６６】
　次に、６０７段階で、現在サブフレームがＬＴＥ－Ａサブフレームではないものと判断
されれば、受信制御機４０１は、６０９段階で、共通伝送モードによってデータ信号を受
信する。この際、受信制御機４０１は、’ｒｅｌ８ＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’
に対応する共通伝送モードによってデータ信号を受信する。すなわち受信制御機４０１は
、現在サブフレームを、ＣＲＳを含んでいる一般サブフレームとして見なす。そして、受
信制御機４０１は、ＣＲＳでチャネルを推定しなければならないものと最終決定し、ＣＲ
Ｓでデータ信号のチャネルを推定し、データ信号を受信する。
【００６７】
　一方、６０７段階で、現在サブフレームがＬＴＥ－Ａサブフレームであるものと判断さ
れれば、受信制御機４０１は、６１３段階で、専用伝送モードによってデータ信号を受信
する。この際、受信制御機４０１は、’ｒｅｌ１０ＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’
に対応する専用伝送モードによってデータを受信する。すなわち受信制御機４０１は、臨
時決定を変更し、ＤＭ－ＲＳでチャネルを推定しなければならないものと最終決定し、Ｄ
Ｍ－ＲＳでデータ信号のチャネルを推定し、データ信号を受信する。
【００６８】
　一方、もし、６０３段階で、モード情報要素、すなわち’ｒｅｓｕｅＲｅｌ８ＴＭ’が
設定されていないものと判断されれば、受信制御機４０１は、６１１段階で、専用伝送モ
ードを分析する。この際、受信制御機４０１は、現在サブフレームでＤＭ－ＲＳでチャネ
ルを推定しなければならないものと決定することができる。そして、受信制御機４０１は
、モード伝送要素で’ｒｅｌ１０ＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’を分析し、使用可
能な専用伝送モードを把握する。その後、受信制御機４０１は、６１３段階で、専用伝送
モードによってデータ信号を受信する。この際、受信制御機４０１は、現在サブフレーム
がＬＴＥ－Ａサブフレームであるかまたは一般サブフレームであるかを判断せず、６１３
段階を行う。
【００６９】
　図１０は、本発明の第３実施形態による受信機の基準信号利用手続を説明する図である
。この際、本実施形態において、下記表３のように、ＬＴＥ－Ａシステムのための新しい
専用伝送モードを提供する。ここで、伝送モード’ｔｍ１’ないし’ｔｍ７’は、共通伝
送モードであり、’ｔｍ８’がＤＭ－ＲＳを利用するための専用伝送モードである。そし
て、新規な専用伝送モードでも、代替伝送方式として伝送ダイバシティを利用する。同時
に、本実施形態において、状況情報要素、例えば、’ＡｎｔｅｎｎａＩｎｆｏＤｅｄｉｃ
ａｔｅｄ’にモード情報要素、例えば、’ｒｅｕｓｅＲｅｌ８ＴＭ’を新たに定義せず、
その代わりに、モード情報要素、例えば、’ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’でｓｐ
ａｒｅ１に定義されている値を’ｔｍ８’に代替して使用する。
【００７０】
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【表３】

【００７１】
　図１０を参照すれば、受信制御機４０１は、７０１段階で、上位シグナリングのモード
情報要素を確認する。すなわち、受信制御機４０１は、上位シグナリングの状況情報要素
、例えば、’ＡｎｔｅｎｎａＩｎｆｏｄｅｄｉｃａｔｅｄ’でモード情報要素、すなわち
ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅを分析する。そして、受信制御機４０１は、７０３段
階で、モード情報要素に専用伝送モードが設定されているか否かを判断する。すなわち受
信制御機４０１は、’ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ’に’ｔｍ８’が設定されてい
るか否かを判断する。
【００７２】
　次に、もし、７０３段階で、専用伝送モード、すなわち’ｔｍ８’が設定されていない
ものと判断されれば、受信制御機４０１は、７０５段階で、現在サブフレームがＬＴＥ－
Ａサブフレームであるか否かを判断する。この際、７０５段階で、現在サブフレームがＬ
ＴＥ－Ａサブフレームではないものと判断されれば、受信制御機４０１は、７０７段階で
、共通伝送モードによってデータ信号を受信する。ここで、共通伝送モードは、受信制御
機４０１でデフォルトに決定されることができる。すなわち受信制御機４０１は、現在サ
ブフレームを、ＣＲＳを含んでいる一般サブフレームとして見なす。そして、受信制御機
４０１は、ＣＲＳでチャネルを推定しなければならないものと決定し、ＣＲＳでデータ信
号のチャネルを推定し、データ信号を受信する。
【００７３】
　一方、７０３段階で、専用伝送モード、すなわち’ｔｍ８’が設定されているものと判
断されるか、または、７０５段階で、現在のサブフレームがＬＴＥ－Ａサブフレームであ
るものと判断されれば、受信制御機４０１は、７０９段階で、専用伝送モードによってデ
ータ信号を受信する。この際、受信制御機４０１は、現在サブフレームでＤＭ－ＲＳでチ
ャネルを推定しなければならないものと決定することができる。そして、受信制御機４０
１は、現在サブフレームがＬＴＥ－Ａサブフレームであるか、または一般サブフレームで
あるかを判断せず、７１１段階を行う。
【００７４】
　一方、本明細書と図面に開示された本発明の実施形態は、本発明の技術内容を容易に説
明し、本発明の理解を助けるために特定例を提示したものに過ぎず、本発明の範囲を限定
しようとするものではない。すなわち本発明の技術的思想に基づく他の変形例が実施可能
であることは本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者に自明である。
【符号の説明】
【００７５】
　３０１・・・送信制御機
　３０９・・・第１事前符号化器
　３１３・・・第２事前符号化器
　３１５ａ・・・第２多重化器
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　３１５ｂ・・・第３多重化器
　４０１・・・受信制御機
　４０５ａ・・・第１逆多重化器
　４０５ｂ・・・第２逆多重化器
　４０７・・・チャネル推定器
　４０９・・・結合器
　４１３・・・データ処理器
　

【図１】

【図２】

【図４】

【図５】
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